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芝部錆成鋤騒鶴笈弘樹獲会

遼鎌弧の戦略的連鴉砲

突篝･壱lT1

主催:琉球大学ｱﾉｧ太平洋■胴究Ｍ－ 竃
共燈沖■県■工会運合会･定莫大■商工会砥所

竃里群■広壌事務組合琉球大学同窓会奄莫支慾
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琉球大学は開学以来､地域特性を活かし地域に開かれ､国際交流を推進す秀

特色ある大学づくりをめざして参りました｡その過程で､本字のこれまでの

島繍に関する学問的蓄積を総合化､高度化させる研究拠点として､｢アジア

太平洋島膜研究センター｣が平成１３年度に設硬されまＵた゜

アジア太平洋島鬮研究センターは､電葵･沖縄及びアジア･太平洋地域の

島襖を研究対象として､文理融合型の新しい研究方法で島瞬の自然環境、

社会環境･人間環境に関わる糧々の課題を包括的に研究す愚学内共同施設

であり､島蝿地域の抱える諸問題を解明･克服して島喚の持続可能な開発に

寅する新しい学問体系としての島螺学の確立をめざしていますb

琉球大学は地域社会から多大な支援を得ながら､教育や研究の成果を

積み重ねてきました｡区こにその成果の一部を社会に還元することは重要

な寅務であり､その方法の一つとして奄蘂において出前露座(公開講座）

を開催することになりました｡今後､継続して実施していきますがどなた

でも学習できる一般講座として用意しました。多くの方々がこの講座を

通して生潅学習をお楽しみいただいて､自分発見･地域発見につないで

もらい､潤いのある日常生活につながることを願っております。

目的:琉球大学アジア太平洋島鯛研究センターの｢琉球大学出前鋼座｣を軸に｢奄美｡沖縄島蝋経済フォーラム』として

鱗潔会及びパネルディスカッションを蕊施します｡奄美｡沖縄の多くの商工会をベースに､鬮鰄経済をテーマにした

祷報交換ならびに運擁｡交流を促進する｢鰯』にしたいと思います。

ｚｑ曰(±)プログラム
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蕊iiiji1i:蕊iii蕊liijO9:30~U2:００ 綱琉職大学出煎灘鰹

（１）藤田陽子氏(法文学部准教授)…自然環境について

(2)遠藤聡志氏(ｴ学部教授)･……･情報エ学から見る奄美の観光

(3)後藤雅彦氏(法文学部准教授)…考古学から見た奄美･琉球弧

一休憩一

卿轤蕊｡沖縄鴎蝋経済フォー醤ム

（１）主催者あいさつ…平啓介氏(琉球大学副学鉛

(2)来賓あいさつ……平田隆驫氏
俺蕊市長･奄美群島広域事務組合管理者）

（3>基調報告1.………稲村公望氏
（中央大学大学院客員教授･元郵政公社常務理劇

鳳蛎鱒潮流､鴎鱗1鰹涜鯵凝懸～篭鍵鰯将辮霧鬮蕊してみ鶴～

（４）基調報告2………･上原良幸氏(沖縄県企画部長）
遭う`鴇沖縄､瞳議聴鵜篭鑿～鴎蝋蝿域の鍵欝褒切り露くた鯵に～

(5)特別講話…………陳廷輝氏(園立正遷師範大學教授）

許光輝氏(團立塵濁警察大學校助教授）

(5)パネルディスカッション

テーマ『蕊義の発露と篭鶏｡沖騨鰯交流』

◎コーディネーター／島田勝也氏【琉大非常勤講師･NTT西日本一沖縄】

･パネリスト／有村忠洋氏【名瀬港運(轍代表取締役】

演田大氏【何圖)エアーポートＴＶネットワーク】

仲尾清和氏【沖縄県商エ会適合会事務局副

南郷展洋氏【沖縄県情鞭塵業湛会会長】

大力iビ輩氏【５，球大学アジア太平洋島､8研究センター劇

（注)騨綴者､パネラーにつきましては変更の可鰻性がありますbご了承お願い頚します。

(6)大交流会１８:30～20:３０(場所:奄美サンプラザホテル3F）

《蕊rjpi籔鷺J蕊13:30~17:3０
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◆お問い合わせ

琉球大学アジア太平洋島l輿研究センター
ＴＥＬ:Ｏ９Ｓ－Ｂ９５－ＢＺ３０

鹿児島県立大島高等学校
(多目的ホール／和親館３F）
〒８９４－８５８８

鹿児島県奄美市名瀬安勝町7番１号

ＴＥＬ:０９９７－５２－４４５１ＦＡＸ:０９９７－５２－９７１８ 111鱒111
デザイン／上里綾・監修／平良彰（株式会社ディッカー
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琉球大学アジア太平洋島襖研究センター

第２回出前講座ｍ奄美

奄美～沖縄交流フォーラム

1．目的 琉球大学アジア太平洋島蝋研究センターの「第２回出前講座ｉｎ奄美」を軸に、「奄美

～沖縄交流フォーラム」として講演会及びパネルディスカッションを実施する。対象
は､高校生及び一般市民とする。また､沖縄･奄美の多くの商工会の参加をベースに、
島蝋経済をテーマにした情報交換ならび連携・交流を促進する「場」とする。

2．日時平成１９年１１月２３曰～２５日（メインは２４日）

３．場所鹿児島県立大島高等学校多目的ホール（和親館３Ｆ、鹿児島県奄美市）

4．主催琉球大学アジア太平洋島襖研究センター（センター長：大城肇）

5．共催琉球大学同窓会奄美支部、奄美群島広域事務組合、奄美大島商工会議所、沖縄県商工
会連合会、他

6．参加琉球大学アジア太平洋島蝿研究センターの出前講座が実施されるので、高校生をはじ
め、多くの若者達の集客を図る゜また、一般市民も気軽に参加できるような出前講座
とフォーラムにしたい。奄美、沖縄で経済界（商工会関係者）を中心に各界に広く呼
びかける。

7．内容１１月２３日（金）奄美到着／島内視察１１月２５曰奄美発／那覇着
１１月２４日（土）

（前半）０９:30～12:00

○琉球大学アジア太平洋島ｌＷｉｌ研究センター第２回出前講座

（１）藤田陽子先生（法文学部准教授）…環境について

（２）遠藤聡志先生（工学部教授）…情報工学から見る奄美の観光

（３）津波高志先生（法文学部教授）…墓を通してみる奄美と沖縄
（後半）１３:30～17:３０

○奄美・沖縄連携フオーラ(仮称）

（１）主催者あいさつ(１０分)…琉球大学副学長（平啓介理事）

（２）来賓あいさつ(１０分)…奄美市長

（３）基調講演①(40分)：稲村公望氏（元郵政大臣官房）

（４）基調講演②(40分)：上原良幸氏（沖縄県企画部長）

（５）パネルディスカッション(９０分）
◎コーデイネータ：島田氏

◎パネラー（４名）：稲村氏、上原氏、（奄美)、（奄美）、大城
（６）大交流会１８:00～2０００

１１月２５曰奄美発／那覇着

８．その他・琉球大学としては、毎年、実施したいと考えています。

９．連絡先琉球大学アジア太平洋島11輿研究センター

TEL:O98-895-8230：大城：

島田： ）ｉ【】ａ－ｏＩ】ａ
r1

L」
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２００７年１１月２４Ｂ

琉球大学同窓会竃美支部20周年記念行事
第２回出前講座ｉｎ竃美／竃美・沖縄島慎経済フォーラム

自然環境の価値|こつし)て考える
－環境経済学の視点から－

環境経済学とは

琉球大学法文学部総合社会システム学科
藤田陽子

経済的価値評価の必要性

自然環境の経済的価値

－１２５－

i:i簔iiiii蓋i;i『
Ｌ 経済的価値評価

＿ン

環境保全と経済開発はいつも対立

しかし･･･

｢私達にとってどちらがどれだけ大切か」
｢それぞれがどれほどの価値を持っているのか」

つまり･･･

環境保全から得られる便益と

経済的利益とを比較する必要性

だから･･･

２つを「同じ土俵の上で」議論する必要がある

そこで･･･

環境保全の価値（重要I性）を金額で表現してみる



様々な価値を生み出す

サンゴ礁の多面的機能

乖國誕

腿極

直接利用価値

麺i麺髻
例：木材資源，水産資源

レクリエーション

電藝麺鼓
例：景観,生態系保全,保水

大気・水質浄化，等

－１２６－

′市場価値に置き換えて評
例：代薔法

、

する方法

自然環境が果たしている公益的機能を，
同等の水準で代替することのできる人工物に
置き換えたときにかかる費用を価(直額とする

/人ﾉﾏが感じている「好ましさ」の水準を

例：仮想評価法

、

金額で表現する方法

~､

ノ

､

ある環境保全策に対して，その費用として支払っ
ても良いと思う金額を表明してもらい，
その金額をその人の「価(直額」とみなす方法

ノ

Ｚ 、

取弓l麺'象となる→，而格がある

取弓|丸,象ではない→ 而格がない

仮想評価法を用いた

塵良間諸島のサンゴ礁保全の価値評価事例

Ｅ良問賭島のサンゴ贈保全の価値額は
年間３億ｓ749万円



推定された環境の価値の大きさ
＝開発によって失われる価値の大きさ

環境保全の価値の大きさを示す
客観的指標として情報提供

｢知る｣ことによって,市民一人ひとりが開発
行為の是非や環境保全の必要性の有無を
判断することができる

ストックを取り崩しながら生み出されるフローを
追求すると,将来的にフローを生み出すストックが
枯渇する

将来世代は,現代世代の私達が利用したストックを
利用することができなくなる

＝将来世代にとってのオプション価値の喪失

ThinkGIobaIIMActLocaIIy・
地球規模で考え,地域レベルで行動しよう

どこかを真似するのではない
奄美自身の

"奄美スタンダード"を構築しよう

－１２７－

なぜ環Ｉ

経済開発は短期で利益を生み出すが，
環境保全・自然保護の効果は

長い間に培われ，その後様ﾉﾏな価値をもたらす

短期的に評価すると「過小評価」につながる

自然環境の価値は

長期的な視点で評価しなければならない

呆全は 碧同しにされがちなのか？
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ﾆﾆﾆ栗(鶉１９６４北海道歌志内に生まれる

爲塞墨199O北海道大学大学院工学研究科電気工学専攻修了

竃蔦露:葛199O北海道大学工学部情報工学科助手

鍔謹言１９９５博士(工学）北海道大学

窯二二f二１９９５琉球大学工学部情報工学科講師
軍薫麓１９９６同助教授
gだ.ａ且ござ魂子岩.ＢＷ市牟匂百

遮葦裟貿；２００４同教授
墓護憲；

専門システム工学→複雑系工学

講義人エ知能,

観光とＩ
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1,858万枚
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１６万人

490万台
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10,000店
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声智＝=L薄判繧5琴[羊ｺﾞご孑筍戸う聿誇に言,孝

一.そ三u字訳もＹ界季号~巧弓?ご巧聖ロャ['后誘辞

混雑'情報の組み込み
9Ｆ二号:湾￣写1.-芦:頚･罷弓

當萎jl慧帯端末を》舌用した混雑情報提供を想定
~ﾕ蜜ごｺﾞ域一LY茸点窪み害f』」

藁鴬蓮鶴ジェントの追加屈性

簿議董･混雑情報を取得できるかどうか
:率宏l鴬ラクションの効用式
竃璽琿；アトラクション効用＝アトラクション選好

蕊

アトラクション選好度

αｘアトラクションまでの直線距離
βｘアトラクションの混雑状況

墓叢奥験設定

嚢fi鍵情報保持率を0％,２０％,４０％,６０％,８０％,100％
蚕露意i･入場者の平均滞在時間一満足度の計測

雰苛澪･各アトラクションの待ち行列人数一効率の計測

熟
…
麹
雛
駄

辮蕊
ﾂﾞ〕/刀

鰄i蝋
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琉球大学アジア島填研究センター第２回出前講座

2007年11月２４日（±）

考古学から見る奄美

後藤雅彦（琉球大学）
はじめに

奄美諸島における最近の考古学研究の状況をふまえながら、琉球大学考古学研究室のとり組みを紹介
し、考古学から見る奄美について考えてみたい。

1．琉球列島の中での位置づけ

（１）琉球列島の地域区分：

①北部圏（大隈諸島)、②中部圏（奄美、沖縄諸島)、③南部圏（宮古、八重山諸島）

①と②はトカラ列島がその境界となり、②の沖縄島と③の宮古島の間には宮古凹地がはしり、約３００

ｋｍの隔たりがある。日本本土の九州島との関わりからすれば、北部圏はその文化的な影響が強く、中

部圏は基本的に先史時代において縄文文化の範囲に入り、その後も九州島からの影響を－部うけながら、

11世紀頃まで先史文化が展開する。

その後、琉球王国成立までの歴史的段階としてのグスク時代が続き、中部圏は次第に農耕が定着し、

南部圏にも共通して分布する類須恵器、滑石製石鍋、中国製陶磁器などが出現する.

しかし、この中部圏の中でも奄美諸島は、近年の文献史学による研究や考古学的発見、研究によって

古代から中世の日本本土との関わりや地域文化の歴史的展開が注目されるようになり、沖縄諸島とは異

なる動きが認められるようになった（奄美諸島史の再構築）。

（参考文献：池田榮史２００７「古代・中世の日本と琉球列島」『東アジアの古代文化第１３０号

特集古代・中世の日本と奄美・沖縄諸島』大和書房他）

(2)琉球列島の時代区分

（中部圏）：

屏禧藷葛｜
旧石器時代

新石器時代（貝塚時代）

庵葵藷團
旧石器時代

縄文時代

弥生模倣士器段階

スセン當式土器段階

兼久式士器段階

類須恵器段階

貿易陶磁器段階

琉球王国時代

グスク時代（11世紀以降）

琉球王国時代

〔第一尚氏王朝（1429～）

第二尚氏王朝前期（1469～)〕

近世（第二尚氏王朝後期）

（1609年薩摩藩の琉球侵入）

薩摩藩統治時代

(高梨修2007「琉球弧をめぐる歴史認識と考古学研究

一「奄美諸島史」の位相を中心に」

『琉球弧．重なりあう歴史認識』森話社）

－１３４－



第６表奄美諸島の遺跡

出典：鹿児島県教育委員会2005『先史・古代の鹿児島資料編』＊合計は鹿児島県の総数
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出典：高宮廣衞・知念勇編2004『考古資料大観１２貝塚後期文化』小学館
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市町村名 面積k厳 遺跡篭数
鱸
選織

旧石豐

時代
圏文時代 ;ii主時代 古墳時代 古代 中世 近世 廷総数

大
島

8３

8４

8５

8６

8７

8８

8９

9０

9１

9２

9３

9４

9５

9６

名瀬市

大和村

宇検村

住用村

瀬戸内町

龍郷町

笠利町

喜界町

徳之島町

天城町

伊仙町

和泊町

知名町

与論町

７

9０

103

117

239

8２

6０

5６

104

8０

6２

4０

5３

2０

7４

５

５

2５

2２

3１

7７

128

3８

3０

5９

4１

7０

1５

２

０

１

１

１

２

1１

０

０

１

６

０

３

１

０

０

0

０

0

０

２

０

0

０

２

0

0

０

４

０

０

１

３

５

1５

2２

2１

1０

2２

1６

４

2２

３

０

０

１

０

３

９

1１

２

３

2５

５

1１

２

４

０

0

１

０

６

2０

2６

１

０

1３

３

1８

0

1３

0

０

0

０

１

0

2０

１

０

1３

３

６

０

6３

４

５

２

1８

５

1７

9３

1０

1３

3１

2０

3２

４

３

１

０

0

２

１

1２

３

０

１

０

０

０

0

・９０

５

５

５

2３

2１

7５

175

3５

2７

106

4７

7１

2８

小計 1,233 620 2９ ４ 145 7５ 9２ 5７ 317 2３ 713

合計 9,136 70500 336 175 2,721 1,374 2,564 828 2,297 467 10,426



表l日本列島の時代区分

出典：高梨修2003「貝をめぐる交流史」

『人とモノと道といくつもの日本Ⅲ』小学館

LlE2HL曰UFlfJiiiIiD1li篝！
下山田遺跡

下山田Ⅱ遺跡

下山田、遺跡

鎮子

跡跡

出典：高宮廣衞。知念勇編2004『考古資料大観１２貝塚後期文化』小学館
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北海道地方
東北地方
～九州地方

奄美諸島 沖縄諸島 先島諸島

前３世紀

前２世紀

前１世紀

1世紀

2世紀

3世紀

４世紀

5世紀

6世紀

7世紀

8世紀

9世紀

10世紀

11世紀

12世紀

13世紀

14世紀

1５世紀

16世紀

17世紀

縄紋時代

続縄紋時代

擦文時代

(アイヌ文化）

弥生

時代

前期

中期

後期

古墳

時代

前期

中期

後期

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

南北町時代

室町時代

安土桃山時代

江戸時代

縄紋時代晩期

弥生模倣±

器の段階

台付甕形±

器の段階

兼久式土器

の段階

類須恵器

の段階

貿易

の段

陶)Ｈ２器

階

琉球王国

統治時代

薩摩藩
統治時代

貝塚時代前期

貝塚時代

後期

グスク時代

琉球王国時代

無土器時代

スク時代

琉球王国

統治時代



(奄美諸島の古代、中世と考古学）

ヤコウガイ大量出土遺跡

小湊フワガネク遺跡群、士盛マツノト遺跡（兼久式土器段階）

徳之島伊仙町カムィヤキ古窯跡群（類須恵器段階）

喜界島城久遺跡群の継続的な発掘調査。古代末から中世の大規模な集落遺跡。

●

●
●

2．琉球大学（考古学研究室）のとり組み

考古学の調査は分布調査一地形測量一（遺跡の探査）－発掘(試掘一発掘）という一連の過程があり、

その中で、基礎的なデータの獲得という点において詳細な分布調査から地形測量による遺跡の記録化が

重要な作業となる。

以下、琉球大学考古学研究室が奄美諸島において継続して実施している調査研究の中で主な事例をあ

げる。

（１）平成７年より名瀬市においてグスクの詳細分布調査を実施し、多数の遺跡を山中に確認し、その

記録化を実施した。さらに名瀬市教育委員会によって、平成１０年度より名瀬市グスク詳細分布調査が

実施された。

（２）平成10～１２年度科学研究費補助金（A）（２）（研究代表者津波高志）

環東中国海における二つの周辺文化に関する研究一沖縄と済州の‘間地方,人類学の試み－

韓国の研究者と共同調査（文化人類学、考古学、地域史、地域開発）の中で、調査２年目（平成１１

年）に奄美大島名瀬市小湊を中心に実地調査を実施した。

（３）平成１３年～平成１６年度沖永良部島の後蘭孫入城の測量調査を実施した。

（平成14-15年度、琉球大学、大学教育研究重点化経費（研究代表者：大城肇）

東アジアにおける琉球弧の島蝋社会文化環境の変容に関する総合的研究）

（４）平成１７～１９年度、科学研究費補助金基盤研究（A）（研究代表者津波高志）

奄美諸島における聖地および葬地の人類学的共同研究

徳之島伊仙町面縄において祭祀・埋葬に関わる中世の遺構の確認と測量調査を実施した。

（面縄按司墓）

（５）平成１７．１８年度（特定領域研究）及び（平成１９年度特別研究促進費）（研究代表者池田栄史）

中世東アジアにおける交流・交易システムに関する新研究戦略の開発ｐ検討

喜界島七城遺跡の測量調査を実施し、地形観察や士塁などの遺構の表面観察とその記録化を行った。

3．考古学から見る奄美

遺跡＝「個々の遺物の出土地点というもっとも小さな位置の情報から積みあげて行く情報」と「地理

的な単元の情報という大きな状況情報」をつなぐ接点

（藤本強2000『考古学の方法一調査と分析』東京大学出版会）

奄美諸島の琉球列島（琉球弧）の中での位置づけ、東アジア世界での位置づけ
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self-governanco蝦蝋
自らの意志で自らのことを
決定すること

住民による自治

自治権の獲得→道州制

を美・沖縄の地域特性、

経済の発展段階に合った

制度の創設

地域主導の産業政策

自律
目

○
ゴ
ゴ

〈=〉
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自立independence
<=＞他の付ものにも依存しないこと

骨経済的に独り立ちすること

=〉モノづくり＆サービスづくり

ゴ移輸出（かせぎ）の増大

<=＞産業振興十税収増十地域活性化
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島嘆之問的合作輿提橋

國立台湾師範大學政治學研究所教授陳延輝

2007.11.24於琉球大學亜太島喚中心第２回出前講座ｉｎを美市

を美~琉球交流フォーラム

2000年４月日本政府開始青施地方分權以来，各市田丁村的事務在自己責任原則

之下，得以自己決定；地方上的住民も可以就自己的理念提供力量，蓼與事務的

本地事務的椎動。這正量符合耆前全球化下，地方治理観念的流傅゜

を美諾島的市日丁村因虚島喚地区，人ロ日潮稀少；両地方上的財政牧人低’在日

本来説，只有全國平均的六成・中央政府財政上的困難，故有三位一篭的財税改

革，將鏥減或巌際國庫補助負担、賦税来源縛移手ﾛ減少地方交付税，更促便地方

上的財政困難゜故中央政府也稚動市灯村的大合併，期箪人ロ稀少和財政困難的

市河村能豹整併起来，減少人事費用，縮減行政機構，節省經費゜

在全球化下，中央政府権力逐漸弱化，地方権ｶｶﾛ重的情況下，地方上財政的困

難更需要自己去篝猪，故地方政府應與地方上的住民共同努力，走出自己的一條

道路采．因比中央提侶的市灯村大合併，在を美諸島地厘應可以再繼續進行並透

過多方的清適，使成為一個莫大的を美市，因為全部諸島的總人ロオ十多萬。

を美諸島裳近沖繩諸島，最近的輿論島只有二、二公里，両大島谷P距離鹿兒島絲

治有三百八十公里之遠。所以を美諸島在地理位登上與沖鎚諸島是一鼈的，島上

的文化亦是相近的。を美諸島島於鹿兒島絲的一部价，道是行政上的規劃，但是

其交通典文化的相關`性與沖繩諸島較為接近，因比經濟、社倉上等各種方面的發

展，應多輿沖縄諸島連繋整合，尤其商業輿観光事業。

從鹿兒島鰻南西諸島封台湾的海上航線應該連線起来，因為島喚之問的距離恨

近゜迄量一條迷人的海上旅遊路線，尤其以渡假的方式来規劃其路線，道不但可

以發展合曰之間的観光，更可以帯粭島喚上經濟的發展゜両道も量一條知識學習

的路線，不但台湾年輕的一代，針日本人未説，都可以透過迄佃花彩列島的旅遊

得知老祖先燗過去所遺留下来的資産。

黒面皮鷺是世界上受至り保育的珍貴鳥類。不但在徳之島的天成町落脚休息，乞椚

更在合南絲的七股郷過冬。七股郷的黒面皮鷺保護屋己成世界矢ﾛ名的賞島地厘・

為了進一歩能釣保護道個稀有的物種，在比建議香美諸島的天城町和台湾南部面

積最大的七股郷結成姐妹市，共同交換物種保育的經験，針環境的錐護共同霊

力，更能増進合曰之問的友誼。
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奄美大島での日本脳炎媒介蚊に関する調査研究

當問孝子（琉球大学医学部、アジア大平洋島蝿研究センター）

目的：疾病媒介蚊の発生状況を明らかにすることは、疾病の流行を未然に防ぐために

意義深いことである。本研究は日本脳炎媒介蚊２種（コガタアカイエ力ＣｍＤｘ

”Zaenmzﾉ!〕znchus，とシロハシイエカＣｘｐｓｅｕｄＭｓﾉｉｎ、）の発生状況を調べると共に

1990年に国内では初めて石垣島で生息が確認され、現在、沖縄本島までその生息が明らか

になり、分布が北上しつつある東南アジアでは曰本脳炎の媒介蚊として知られているウィ
シニイエカCxBvzj臼hnzziの奄美大島での生息状況を明らかにすることを目的としている。

方法：２００７年７月に、奄美大島の北部に位置する龍郷町と奄美市にある湿地、水田、

田芋畑、泥田などの１５水域で幼虫採集を行った。幼虫はアルコールで固定し、標本を作製
し、その後、種の同定を行った。

結果及び考察：龍郷町の４カ所の湿地を調査し、３カ所で蚊幼虫が採集され、その全て

の水域にコガタアカイエ力が生息していた。湿地で採集された２６８個体中､９７％がコガタ

アカイエ力であった(表１)。奄美市では、調査した４カ所の泥田のうち３カ所に蚊幼虫が採

集され、２水域にコガタアカイエ力が生息していた。４５個体のうち46.7％がコガタアカイ

エ力であった。龍郷町の水田や田芋畑ではシロハシイエカの生息も確認できた。奄美大島

では、曰本脳炎媒介蚊コガタアカイエ力とシロハシイエカは普通に生息しているが、沖縄

本島まで生息分布が確認されているウイシニイエカは、今回の調査では確認することがで

きなかった。今後も本種の生息分布に関する調査研究は継続して行う必要がある。

表１奄美大島における曰本脳炎媒介蚊幼虫調査の結果

調査

水域数

生息水域数 個体数 割合（％）

混生種
蚊／r／ｐｓｅ蚊／r／ｐｓ／r／〃

龍郷町

湿地

水田

田芋畑

泥田

池

３
１
１
１
１

０
１
１
０
０

３
０
０
０
０

268

８

７０

４１６

２

８
０
０
０
０

６２

４

１

１

１

１

０
３
５
０
０

５

０

●

７
０
０
０
０

９

0

37.5

78.6

０

０

〃
〃
〃
血
α
血

Ｓ/〃e"S/Ｓｇ

Ｓﾉ〃e"S/Ｓｇ

Ｓ/〃e"S/Ｓｇ

ﾉＷ/AJmJw/s，
/"〃"/"/"ｓ

ｸ．rJz"(Ｗ/a〃３

●●●●●●Ｄ●●●●●●●●●●●●●●●●●ＤＣ●●●●●ＣＤ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ＣＣｃ●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ＣＤＣ●ＣＯＯ●●●●●●●ＤＣ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ＣＤ●●●●●●●●●●ＣＤＣ●●●●●●●●ＤＣＣ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ＤＣ●●●●●●●●●●●

奄美市

田芋畑ｌＯＯＯＯＯＯＯＯ

泥田４３２０４５２１０４６７０淫;/僻協力伽
マコモ畑ｌＯ ＯＯＯＯＯＯＯ

人工容器，’００，３００００忽'奪胸な
〃／：（Ｘ／'//a､"/ｏｍＪｍｹ"ｓ pse：α：βs(ＷｂＩ７ｓ〃"／
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は
、
真
底
か

ら
台
湾
を
愛
し
、
台
湾
の
農
業

水
利
事
業
の
歴
史
の
中
で
、
実

に
偉
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お
ら

れ
る
の
で
す
。

八
田
氏
は
、
そ
の
人
生
の
中

て
も
、
最
も
貴
重
な
青
春
時
代

を
、
嘉
南
大
別
の
建
設
と
そ
の

。
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
二
一
’
一
一
二
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
二
、

農
業
水
利
１
．

飲
料
水
！

の
資
源
Ｉ
・

あ
笠
１
・

八
田
與
一
技
師

と
嘉
南
大
川

lllIIwIlllIU0uIIlllリ

ーェー

器

ﾉ、南
田大
與幻'’
－－の

氏父
I1IllOl0IlllIIl00II1II

上
一
一
二
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
二
二
に

Ｉ

完
成
の
た
め
に
全
精
力
を
尽
く

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
一

今
日
に
な
っ
て
も
、
な
お
多

く
の
台
湾
の
農
民
の
方
々
か
ら
、

深
く
敬
愛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

一
一

そ
う
い
う
一
人
の
日
本
人
技

術
者
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
八
田
氏
は
、
明
治
十
九

年
二
月
一
一
十
一
一
日
に
石
川
県
河

北
郡
花
園
村
（
現
在
の
石
川
県

金
沢
市
今
町
）
で
牛
一
ま
れ
、
一
明

治
四
十
三
年
に
二
十
五
才
で
東

京
帝
国
大
学
工
学
部
土
木
科
を一』

卒
業
す
る
と
同
時
に
台
湾
艇
渡

り
、
当
時
の
台
湾
総
督
府
円
務

局
土
木
課
の
土
木
技
手
と
し
て

勤
務
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
Ｐ

そ
し
て
、
そ
の
着
任
早
々
か

ら
台
湾
全
島
各
地
の
状
況
視
察｝
一

を
命
じ
ら
れ
て
お
い
ジ
ま
す
。
一
一

当
初
は
、
衛
生
工
事
を
分
担

し
て
い
て
、
嘉
義
、
台
南
、
一
高

雄
等
の
各
都
市
の
上
水
道
工
事

に
専
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
そ
の
衛
生
工
事

か
ら
発
電
、
灌
概
工
事
の
方
面

へ
担
当
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。八
田
氏
は
、
水
利
技
術
に
大

変
造
詣
が
深
く
て
、
水
利
事
業

に
つ
い
て
は
、
自
分
な
り
に
非

常
に
大
規
模
で
広
大
な
将
来
構

想
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、

こ
の
職
に
就
い
た
ば
か
り
の
二

十
八
才
の
若
年
の
技
手
で
あ
り

な
が
ら
、
漉
概
面
積
三
万
三
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
挑
園
大
別
水
利

工
事
設
計
の
全
責
任
を
負
い
、

そ
の
工
事
完
成
後
は
一
躍
台
湾

水
利
建
設
事
業
の
第
一
人
者
と

な
り
、
時
の
政
府
も
そ
の
功
績

を
認
め
て
技
師
に
昇
任
さ
せ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
正
五
年
四
月
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
、
汕
頭
、

慶
門
、
南
洋
等
の
各
地
の
水
利

事
業
の
視
察
に
赴
き
、
帰
台
後

も
引
き
続
い
て
台
湾
の
水
利
事

業
の
た
め
に
精
力
を
傾
注
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
一
。

そ
し
て
、
八
田
氏
は
、
新
設

す
る
水
利
工
事
の
計
画
調
査
の

た
め
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
苦
労

も
厭
わ
ず
、
度
々
田
舎
や
山
地

に
赴
か
れ
て
、
遂
に
烏
山
頭
ダ

ム
の
建
設
地
点
を
発
見
さ
れ
た

の
で
す
。

も
し
こ
こ
に
大
貯
水
池
を
建

設
し
て
、
そ
し
て
、
同
時
に
濁

水
渓
の
河
水
を
導
き
入
れ
て
、

当
時
の
嘉
義
、
台
南
両
庁
に
ま

た
が
る
南
北
百
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
東
西
七
十
一
キ
ロ
〆
ｌ
ト

ル
の
嘉
南
平
野
に
．
大
規
模
な

灌
概
工
事
と
排
水
工
事
を
行
う

な
ら
ば
、
面
積
十
五
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
わ
た
る
輪
襲
干
ば
つ

の
田
圃
の
灌
蔵
が
一
挙
に
解
決

出
来
る
と
共
に
、
同
時
に
塩
害

の
発
生
地
域
の
土
地
改
良
も
す

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、

一
躍
九
十
万
ト
ン
の
食
料
の
増

産
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
と
判

断
し
て
、
そ
の
調
査
報
告
瞥
を

作
成
し
て
上
申
す
る
と
、
八
田

氏
の
直
近
の
上
司
で
あ
る
山
形

土
木
課
長
も
そ
の
計
画
を
容
認

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
士
の
上
司
に
あ

士
の
、
非
常
に
高
い
識
見
と
造

詣
の
深
い
持
主
で
も
あ
る
、
台

湾
総
督
府
民
政
長
官
下
村
海
南

博
士
に
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
な
っ
て
、
八
田
氏
の
こ
の
稀

な
優
れ
た
才
能
（
奇
才
）
を
重

要
視
し
て
、
こ
の
空
前
の
大
工

事
で
あ
る
嘉
南
大
川
の
大
通
舐

計
画
の
大
任
を
、
ま
だ
、
三
十

才
を
越
え
た
ば
か
り
の
一
技
師

の
手
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
八
田
氏
は
、
大
正
八

年
三
月
に
実
に
八
十
数
名
の
技

術
者
を
引
き
連
れ
て
、
十
五
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
未
開
発
の

1４５
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嘉
南
平
野
の
荒
野
や
山
々
を
駆

け
回
り
、
酷
暑
と
病
魔
と
戦
い

な
が
ら
、
ま
た
不
眠
不
休
の
万

難
を
排
し
て
率
先
奮
闘
し
て
調

査
測
量
を
行
わ
れ
た
の
で
あ
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
年
の
十
月
に

は
全
て
の
測
量
計
画
を
完
了
し

て
、
実
施
計
画
書
を
政
府
と
国

会
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。そ
れ
か
ら
、
こ
の
実
施
計
画

は
か
な
り
開
発
価
値
の
高
い
大

工
事
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
開
発
の
許
可
が
出
さ
れ
て
、

大
正
九
年
九
月
一
日
に
国
庫
補

助
率
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
建
設

工
事
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
に
お

い
て
は
最
大
の
ダ
ム
工
事
で
あ

り
ま
し
た
愛
知
用
水
工
事
の
二

倍
以
上
の
大
工
事
で
、
調
査
設

計
か
ら
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま

で
に
、
実
に
四
年
間
も
か
血
っ
－

た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
正

八
田
氏
は
、
烏
山
頭
工
事
の

出
張
所
の
｝
町
長
を
拝
命
’
す
る
と

同
時
に
、
監
督
と
工
務
の
両
課一
一

長
を
兼
務
し
て
、
現
場
一
切
の

業
務
の
指
膳
斤
監
督
に
あ
た
ら
れ
－

た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
』

こ
の
八
田
プ
ラ
ン
の
実
質
の
一一
｝

プ
ラ
ン
・
メ
ー
カ
ー
は
官
僚
で
一

は
あ
り
ま
し
た
が
、
施
工
者
や
一

一
煙
営
者
は
民
間
団
体
の
形
式
が
一

取
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
一
『

そ
の
た
め
に
嘉
一
用
大
馴
組
合一
一

と
い
う
水
利
鉗
担
合
が
組
織
さ
れ

●
一
一

ま
し
た
。

こ
の
時
に
八
田
氏
は
、
一
」
の
一

建
設
工
事
に
専
念
す
る
た
め
と一
叩

し
て
台
湾
総
督
府
の
職
員
を
辞

任
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
・

こ
の
こ
と
か
ら
も
八
田
氏
の

こ
の
建
設
工
事
に
か
け
る
真
撃

な
意
気
込
み
を
感
じ
取
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
２
－

こ
の
ダ
ム
の
建
設
地
点
は
、

宮
田
渓
の
上
流
の
烏
山
頭
に
堰

堤
を
築
い
て
河
水
を
堰
止
め
、

自
然
の
渓
谷
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
珊
瑚
状
の
形
を
し
た
一
大

人
造
湖
を
築
造
し
て
、
貯
水
池

の
水
源
は
、
六
甲
、
宮
田
、
大

内
、
来
山
等
四
郷
十
一
段
に
ま

た
が
る
取
水
面
積
六
千
へ
ク

タ
１
ル
の
雨
量
と
鳥
山
嶺
と
い

う
山
の
向
こ
う
側
を
流
れ
る
曽

文
渓
の
水
を
こ
の
人
工
湖
に
導

き
入
れ
る
た
め
に
、
そ
の
曽
文

渓
の
右
岸
に
最
大
取
水
量
毎
秒

五
十
六
立
方
メ
ー
ト
ル
の
取
水

口
を
設
け
て
、
烏
山
嶺
に
延
長

一
一
一
．
二
キ
ロ
〆
ｌ
ト
ル
、
高
さ

と
一
幅
共
に
五
・
六
メ
１
ト
ル
の

ト
ン
ネ
ル
を
貫
一
血
さ
せ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
水
を
堰
止
め
る

た
め
に
、
宮
田
渓
に
次
の
よ
う

な
大
規
模
の
大
堰
堤
を
築
造
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

堰
堤
の
高
さ
は
、
五
十
六

メ
ー
ト
ル
（
標
高
六
十
六
．
六

六
メ
ー
ト
ル
）

堰
堤
頂
部
の
延
長
は
、
千
二

百
七
十
三
メ
ー
ト
ル

堰
堤
頂
部
の
輻
は
、
九
〆
Ｉ

ト
ル堰
堤
底
部
の
輻
は
、
三
百
一
一
一

メ
ー
ト
ル

堰
堤
両
側
の
法
面
は
、
上
流

一
対
三
、
下
流
一
対
一
一
．
五
～

一
対
三

堰
堤
の
切
土
数
量
は
、
七
十

七
万
四
千
立
方
〆
ｌ
ト
ル

堰
堤
の
盛
土
数
量
は
、
五
百

三
十
九
万
九
千
八
百
三
十
八
立

方
〆
１
ト
ル

中
芯
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
数
量

は
、
二
万
七
千
六
百
立
方
〆
Ｉ

ト
ルこ
の
堰
堤
工
事
が
い
か
に
大

規
模
で
あ
る
か
は
、
当
時
の
日

本
は
も
と
よ
り
、
東
洋
に
お
い

て
も
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た
当
時
の
先
進
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
で
す
ら
一
一
～
三
箇
所
し

か
無
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
堰
堤
を
築
造
す
る
の
に
、

八
田
氏
は
セ
ミ
・
ハ
イ
ド
ロ

リ
ッ
ク
エ
法
と
い
う
、
現
在
で

も
東
洋
に
た
だ
一
つ
し
か
無
い

独
特
の
工
法
を
採
用
し
て
お
り

ま
す
。

今
日
の
私
た
ち
の
常
識
で
は
へ

ダ
ム
と
い
え
ば
直
ぐ
に
セ
メ
ン

ト
株
が
高
騰
す
る
よ
う
な
莫
大

な
セ
メ
ン
ト
を
使
っ
て
築
か
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
巨
大
な
堤

防
を
連
想
し
ま
す
が
、
こ
の
半

水
締
め
と
い
う
セ
ミ
・
ハ
イ
ド

ロ
リ
ッ
ク
堰
堤
の
工
法
は
、
コ

ン
ク
リ
１
卜
を
中
芯
部
の
一
部

分
に
使
う
だ
け
で
、
あ
と
の
大

部
分
は
玉
石
、
栗
石
、
砂
利
、

小
砂
、
粘
土
の
混
合
し
た
土
壌

を
使
っ
て
い
る
だ
け
で
、
一
口

に
言
え
ば
、
自
然
が
湖
水
を
造

る
と
き
に
コ
ン
ク
リ
１
卜
を
使

1４６
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わ
な
い
の
と
同
様
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
工
事
は
、
先
ず
地
表
の

節
四
紀
層
の
土
を
第
三
紀
層
に

達
す
る
ま
で
切
り
取
っ
て
、
そ

の
底
部
の
中
芯
部
に
平
均
高
さ

三
．
六
四
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
の

幅
○
・
九
○
メ
ー
ト
ル
、
底
部

の
幅
一
五
二
〆
１
ト
ル
の
中

芯
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
コ
ア
を
造

り
、
外
側
の
底
に
は
浸
透
水
を

除
い
て
堰
堤
の
湿
潤
を
防
ぐ
た

め
に
、
六
百
九
十
メ
ー
ト
ル
の

排
水
幹
線
と
四
百
二
十
五
メ
ー

ト
ル
の
暗
渠
支
線
を
設
け
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
堰
堤
内
部
に
は
沈
殿

し
た
粘
土
の
圧
力
を
測
定
し
た

り
、
標
本
を
採
取
す
る
た
め
に

中
芯
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
の

所
々
に
内
径
一
．
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
四
十
八
．
四
八
メ
ー
ト
ル

～
五
十
四
．
五
四
メ
ー
ト
ル

（
標
高
六
‐
エ
ハ
六
六
メ
ー
ト

ル
）
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

マ
ン
ホ
ー
ル
を
六
箇
所
設
け
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
堰
堤
を
築
造
す
る
土

壌
は
、
ダ
ム
・
サ
イ
ト
よ
り
二

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
曽
文

渓
の
畔
ま
で
軌
道
を
敷
設
し
て
、

玉
石
、
栗
石
、
砂
利
、
小
砂
上

粘
土
の
混
合
し
た
土
壌
を
運
ん

で
来
て
堰
堤
を
築
造
す
る
地
点

の
両
側
に
盛
土
し
て
、
真
ん
中

に
は
河
水
を
導
き
入
れ
る
た
め

の
溝
と
し
ま
し
た
。

そ
の
溝
の
河
水
を
四
百
五
十

馬
力
の
ジ
ャ
イ
ァ
ン
ト
・
ポ
ン

プ
を
使
っ
て
、
両
側
の
盛
土
に

■
一

向
か
っ
て
射
水
を
す
ブ
色
の
で
あ

り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
大
き
い
玉
石

は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
、
栗
石
、

砂
利
、
小
砂
、
粘
土
の
順
に
中

央
部
へ
と
流
さ
れ
て
、
そ
の
真

ん
中
の
部
分
に
は
濁
り
水
が
流

れ
て
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
極
微
粒
子
の
粘
土
が
沈
殿
七

て
、
そ
の
中
芯
部
は
粘
土
の
ハ

ガ
ネ
層
を
造
り
上
げ
る
と
い
う

仕
組
み
な
の
で
あ
り
ま
す
。

普
通
の
堰
堤
の
工
法
は
い
ず

れ
も
乾
式
土
堰
堤
で
あ
り
ま
し

て
、
湿
式
土
堰
堤
は
嘉
南
大
川

だ
け
が
唯
一
の
例
で
、
嘉
南
大

川
の
烏
山
頭
貯
水
池
が
『
八
田

ダ
ム
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の
独
特
の
工
法
に
よ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
外
に
も
、
八
田
構

想
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
特
筆
す
べ
き
も
の

と
し
て
は
、
こ
の
地
に
い
わ
ゆ

る
二
一
年
輪
作
潅
概
』
と
い
う

耕
作
方
法
の
普
及
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
灌
概
工
事
は
六
年
間

の
継
続
事
業
と
し
て
、
当
初
事

業
費
は
四
千
二
百
万
円
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
工
事
は
想
像

以
上
の
難
工
事
で
あ
り
ま
し
た
。

人
夫
の
日
給
が
一
円
の
時
代

で
、
四
千
二
百
万
円
と
い
え
ば

相
当
な
お
金
で
あ
り
ま
す
が
、

色
々
と
不
可
抗
力
の
事
故
が
発

生
し
て
、
そ
ん
な
に
難
し
い
工

事
な
ら
止
め
て
し
ま
っ
た
ら
ど

う
だ
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
事
業
の
施
工
中
に
は

多
く
の
疑
問
も
生
じ
て
来
ま
し

た
。大
正
十
一
年
に
は
、
日
本
か

ら
土
木
界
の
権
威
者
で
あ
る
佐

野
藤
次
郎
博
士
を
実
地
調
査
と

指
導
の
た
め
に
招
か
れ
、
ま
た
、

八
田
氏
は
蔵
成
、
白
木
原
両
技

師
と
共
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
メ
キ
シ
コ
及
び
日
本
へ
堰

堤
築
造
の
視
察
と
機
械
の
購
入

の
た
め
に
出
掛
け
、
さ
ら
に
大

正
十
三
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

権
威
者
ジ
ェ
ル
デ
ー
・
ジ
ャ
ス

チ
ン
氏
を
招
聰
し
て
調
査
を
行

い
、
八
田
氏
の
工
法
が
、
こ
の

土
地
の
条
件
に
一
番
合
致
し
て

い
る
と
い
う
太
鼓
判
を
押
し
て

も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

機
械
化
作
業
の
発
達
し
て
い

な
い
当
時
の
工
事
の
施
行
は
、

毎
日
千
人
を
超
え
る
労
働
者
が

立
ち
働
い
て
お
り
、
そ
の
姿
は

実
に
壮
観
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
娯
楽
設
備
が
無
い
た

め
に
、
労
働
者
達
は
盛
ん
に
博

打
を
打
つ
、
そ
う
す
る
と
警
察

官
が
か
た
っ
ぱ
し
ら
か
ら
引
っ

張
っ
て
行
く
の
で
、
仕
事
が

中
々
進
捗
し
な
い
た
め
、
止
む

を
得
ず
八
田
氏
は
警
察
に
出
向

い
て
博
打
を
大
目
に
見
て
も
ら

う
よ
う
頼
ん
だ
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
工
事
は
経
済

界
の
不
況
や
関
東
大
震
災
に
よ

る
国
庫
補
助
金
の
削
減
等
に
た

た
ら
れ
、
ま
た
、
鳥
山
頭
の
大

堰
堤
の
築
造
だ
け
で
工
事
費
の

大
部
分
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
大
正
十
五
年
度
完
成
予
定

■
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を
大
正
十
八
年
（
昭
和
四
年
）

度
に
延
期
し
て
、
総
工
事
費
も

六
百
十
六
万
三
千
円
を
追
加
し

て
、
四
千
八
百
十
六
万
三
千
円

に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
だ
け
の
莫

大
な
経
費
を
使
っ
て
も
ま
だ
足

り
ず
、
昭
和
三
年
度
に
は
五
百

三
十
二
万
一
千
円
、
そ
の
翌
年

度
に
は
風
水
害
復
旧
費
と
し
て

六
十
五
万
五
千
円
を
追
加
し
、

結
局
着
工
し
て
か
ら
十
箇
年
間
、

総
工
事
費
五
千
四
百
十
三
万
九

千
円
、
そ
の
う
ち
国
庫
補
助
金

ニ
エ
ハ
百
七
十
四
万
円
を
受
け
、

そ
の
他
は
賦
課
金
と
台
湾
総
督

府
、
日
本
勧
業
銀
行
の
借
入
金

で
賄
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
十
箇
年
間
の
永

い
歳
月
と
五
千
四
百
余
万
円
の

巨
額
の
工
事
費
を
費
や
し
て
、

遂
に
昭
和
五
年
三
月
に
烏
山
頭

に
お
い
て
、
満
水
面
積
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
有
効
貯
水
量
一
億
五

千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
大
貯
水
一一
一

池
が
見
事
に
一
元
成
さ
れ
ま
し
た
ｂ

こ
の
た
め
周
辺
の
山
々
は
腰
一

や
、
胸
の
あ
た
り
ま
で
水
虫
に

没
し
て
、
水
は
各
渓
谷
に
満
ち

満
ち
た
の
で
あ
り
ま
す
。
｜

こ
の
形
が
あ
た
か
も
珊
瑚
樹
一一一

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
予
想
一

し
て
、
い
ち
早
く
こ
の
湖
を
珊

瑚
潭
と
名
付
け
た
の
は
、
前
記

し
ま
し
た
下
村
海
南
博
士
工
あ
一

り
ま
し
た
。

嘉
南
大
川
水
利
組
合
は
山
八
一

田
技
師
の
功
績
を
永
久
に
記
念

す
る
た
め
、
八
田
氏
の
銅
像
を一
一

八
田
氏
が
十
箇
年
の
歳
月
を
か一
』

け
て
築
き
上
げ
た
烏
山
頭
ダ
ム

の
堰
堤
の
北
端
の
丘
に
建
立
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
一
仁

八
田
氏
が
工
事
中
現
場
で
、

よ
く
そ
ん
な
恰
好
を
し
て
座
っ

て
い
た
ま
ま
の
姿
で
、
今
日
も

な
お
座
り
続
け
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

八
田
氏
の
見
下
ろ
す
視
線
に

は
、
宮
田
渓
の
水
を
堰
止
め
て

造
ら
れ
た
ダ
ム
の
洋
々
た
る
湖

が
、
数
十
年
経
過
後
の
今
日
も

な
お
光
り
輝
い
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

嘉
南
大
別
を
完
成
さ
せ
た
八

田
氏
は
、
そ
の
後
へ
一
旦
脱
い

だ
官
服
を
再
び
着
る
身
に
な
っ

て
、
そ
し
て
以
前
に
勤
務
し
た

台
湾
総
督
府
内
務
局
土
木
課
に

復
帰
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

当
時
の
官
制
で
は
、
技
術
者

は
課
長
に
な
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
『
勅

任
技
師
』
に
任
命
さ
れ
て
厚
遇

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
度
は
台
湾
全
島

の
産
業
開
発
計
画
案
を
策
定
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
問
も
対
岸
の
福
建
省
で

主
席
を
さ
れ
て
い
た
陳
儀
氏
に

招
か
れ
て
、
そ
の
開
発
に
つ
い

て
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
か
っ
て
八
田
氏
の
も

と
で
仕
事
を
し
て
来
た
技
術
者

達
は
、
後
に
観
音
陣
、
犬
山
坤
、

竹
仔
門
埠
、
鹿
寮
貯
水
池
、
蘭

潭
等
の
小
型
貯
水
池
を
築
造
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
八
田
氏
は
大
規
模
で

広
大
な
将
来
構
想
の
持
主
で
、

早
く
か
ら
曽
文
貯
水
池
（
曽
文

水
庫
）
築
造
の
調
査
と
企
画
を

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
曽
文
ダ
ム
の
堰
堤
築

造
地
点
は
、
八
田
氏
が
生
前
に

選
定
さ
れ
た
地
点
な
の
で
あ
り

ま
す
。

や
が
て
戦
争
が
始
ま
っ
て
、

八
田
氏
は
海
南
島
へ
飛
ん
だ
わ
、

ま
た
最
後
に
は
命
令
に
よ
っ
て

南
洋
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
水
利
開

発
の
実
地
調
査
に
出
掛
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
て
、
優
秀
な
技

術
者
達
と
一
緒
に
大
洋
丸
に
乗

ら
れ
た
の
で
し
た
が
、
昭
和
十

七
年
五
月
八
日
に
五
島
列
島
を

出
た
あ
た
り
で
、
ア
メ
リ
カ
の

潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
、
不
帰
の

客
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

時
に
五
十
七
才
の
生
涯
で
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
遺
骸
は
、
丁
度
そ
の
付

近
で
網
を
使
っ
て
捕
猿
漁
業
の

作
業
を
し
て
い
た
山
口
県
の
漁

船
第
二
睦
丸
安
藤
晃
船
長
の
網

に
か
か
り
、
八
田
氏
の
故
郷
に

送
ら
れ
て
火
葬
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
遺
骨
は
再
度
台

湾
に
い
る
家
族
の
も
と
に
送
ら

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

八
田
氏
の
夫
人
外
代
樹
さ
ん

は
、
八
田
氏
と
同
じ
故
郷
の
お

医
者
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
で
、
当

時
土
木
課
勤
務
中
の
八
田
氏
の

も
と
に
嫁
が
れ
、
現
場
の
指
揮

者
と
し
て
烏
山
頭
の
山
中
に
赴

任
し
て
い
る
夫
に
つ
い
て
、
あ

の
不
毛
の
荒
野
に
入
っ
て
、
そ

こ
で
十
年
間
も
暮
ら
さ
れ
た
の
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で
あ
り
ま
す
。

そ
の
嘉
南
大
川
工
事
が
完
成

し
て
か
ら
は
、
夫
人
は
夫
と
共

に
台
北
の
官
舎
に
一
戻
ら
れ
ま
し

た
か
、
大
洋
丸
の
此
役
の
報
告

は
、
こ
の
留
守
宅
に
伝
え
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

戦
争
が
次
第
に
激
し
く
な
る

に
つ
れ
て
、
台
北
の
人
々
も
田

舎
へ
疎
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
外
代
樹
さ
ん
は
子
供

達
と
連
れ
立
っ
て
、
思
い
出
の

多
い
烏
山
頭
を
疎
開
地
と
し
て

選
ば
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

や
が
て
台
湾
に
い
る
日
本
人

は
、
台
湾
か
ら
去
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
『
無
条
件
降
伏
』
の

曰
が
来
ま
し
た
。

多
分
外
代
樹
さ
ん
は
、
烏
山

頭
を
自
分
の
永
住
の
地
だ
と

思
っ
て
お
ら
れ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
台
湾
を
去
り
た
く
無

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

子
息
が
学
徒
動
員
か
ら
復
員

し
て
、
烏
山
頭
の
疎
開
先
に

戻
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
一
一一
・

夫
人
は
三
年
間
の
悲
し
み
に

耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

そ
の
深
夜
の
九
月
一
日
に
外

代
樹
さ
ん
は
、
家
を
抜
け
出
し一凸

て
、
夫
が
粒
々
辛
苦
し
て
築
き

上
げ
た
あ
の
烏
山
頭
ダ
ム
の
送

水
ロ
の
渦
巻
く
水
の
中
へ
身
を

投
げ
て
、
享
年
僅
か
四
十
五
才一｝

で
夫
の
後
を
追
っ
た
の
で
あ
り一
甲

ま
す
。

台
湾
の
人
達
は
』
そ
の
偉
業一》

を
感
謝
す
る
意
味
で
建
立
し
た一
．

銅
像
と
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
一一
一

月
十
五
日
に
は
、
八
田
さ
ん
夫

妻
の
墓
を
、
そ
れ
も
日
本
識
の

も
の
を
そ
の
銅
像
の
後
ろ
に
建

立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
□
一
一

こ
の
よ
う
に
、
国
境
を
越
え

て
、
ま
た
、
民
族
の
感
情
を
越

え
て
、
こ
の
ダ
ム
に
よ
っ
て
恩

恵
を
被
っ
て
い
る
多
く
の
人
々

は
、
そ
の
現
実
を
乗
り
越
え
て
、

未
だ
に
在
り
し
曰
の
八
田
氏
の

功
績
に
感
謝
の
意
を
表
す
た
め

に
、
毎
年
五
月
八
日
の
八
田
氏

の
命
日
に
は
、
今
曰
も
な
お
追

悼
式
の
祭
典
を
挙
行
し
続
け
て

来
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

嘉
南
大
川
創
立
六
十
周
年

陳
彩
宮

（
千
九
百
八
十
年
十
二
月

烏
山
頭
に
て
）

参
考
事
項

Ⅲ
『
坤
川
・
』
に
つ
い
て

『
塊
』
と
は
、
農
業
耕
作

用
の
小
規
模
の
ダ
ム
の
こ
と

『
川
』
と
は
、
灌
概
用
の

水
路
の
こ
と

②
『
嘉
南
大
川
」
に
つ
い
て

工
事
の
規
模
、
ス
ケ
ー
ル

が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
た
め
、

『
坪
川
』
で
は
、
言
葉
の
方
が

負
け
て
し
ま
い
言
い
表
さ
れ
な

い
の
で
、
『
大
川
』
と
し
た
も

の
で
、
『
別
』
は
、
日
本
の
漢

字
に
は
無
い
。

③
こ
の
嘉
南
地
方
は
、
歴
史

的
に
も
ダ
ム
の
条
件
、
ダ
ム
の

必
要
な
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
｜

①
十
七
世
紀
に
オ
ラ
ン
ダ

人
が
、
こ
こ
に
レ
ン
ガ
で
造
っ

た
堰
が
あ
り
、
『
三
脚
稗
』
と

名
付
け
ら
れ
た
遺
跡
が
残
っ
て

お
り
ま
す
。

②
清
朝
時
代
、
康
煕
皇
帝

の
末
期
に
、
当
時
の
県
知
事
で

あ
っ
た
『
周
鐘
喧
』
が
俸
給
百

万
石
を
献
上
し
て
、
住
民
に

『
烏
山
頭
破
』
と
呼
ぶ
ダ
ム
を

造
る
こ
と
に
協
力
し
た
と
一
一
一
一
口
う

記
録
が
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
嘉
南
大
川
の
全
部
の
大
小

水
路
の
総
延
長
は
二
万
四
千
キ

ロ
〆
Ｉ
ト
ル
で
、
台
湾
を
約
二

十
周
す
る
長
さ
が
あ
り
ま
す
。

⑤
八
田
氏
は
、
頭
の
前
の
部

分
の
髪
を
右
手
の
人
指
し
指
で

ぐ
る
ぐ
る
ひ
ね
り
回
す
く
せ
が

あ
り
、
大
き
く
ゆ
っ
く
り
回
し

て
い
る
時
は
機
嫌
の
良
い
時
で
、

仕
事
の
相
談
等
は
、
こ
の
時
を

見
計
ら
っ
て
行
き
、
小
さ
く
、

早
く
ひ
ね
り
回
し
て
い
る
時
は
、

機
嫌
の
悪
い
時
で
、
声
を
か
け

た
り
す
る
と
、
大
声
で
怒
鳴
ら

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

⑥
八
田
氏
は
、
日
頃
は
無
口

で
、
と
て
も
威
厳
が
あ
っ
て
、

仕
事
に
対
し
て
の
要
求
は
、
厳

格
な
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
普

段
は
、
部
下
思
い
の
上
司
で
し

て
、
工
事
中
の
進
捗
の
関
係
か
・

ら
夜
業
を
す
る
と
、
必
ず
作
業

現
場
を
見
回
っ
て
、
皆
を
激
励

す
る
よ
う
な
温
和
な
方
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。

、
八
田
氏
は
、
こ
の
ダ
ム
の

完
成
後
台
北
の
総
督
府
に
帰
ら

れ
ま
し
た
が
、
生
前
中
は
、
毎

年
一
度
は
建
設
当
時
の
技
術
者

幹
部
と
共
に
、
こ
の
地
へ
戻
っ

1４９



盈誼さ』ＬＡ且旦連A＝臣

て
来
て
工
事
の
重
要
地
点
を
視

察
さ
れ
た
後
、
色
々
と
維
持
管

理
上
の
注
意
事
項
を
指
導
さ
れ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

⑧
八
田
氏
は
、
こ
の
ダ
ム
で

釣
れ
た
河
魚
を
油
で
揚
げ
た
料

理
が
大
好
き
で
、
八
田
氏
が
来

ら
れ
る
数
日
前
か
ら
、
職
員
で

事
務
に
支
障
の
な
い
も
の
が
釣

り
に
行
き
、
釣
れ
た
魚
は
そ
の

場
で
油
で
揚
げ
て
お
い
て
、
来

ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
と
い

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑨
昭
和
一
一
十
年
八
月
三
十
一

日
の
夜
、
八
田
氏
の
次
男
泰
雄

さ
ん
が
、
学
徒
動
員
か
ら
帰
っ

て
未
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
九

月
一
日
の
未
明
に
八
田
夫
人
は
、

八
田
家
の
家
紋
入
り
の
和
服
に
、

裾
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
と
、
モ

ン
ペ
を
身
に
つ
け
て
、
遺
書
を

残
し
て
放
水
ロ
の
渦
巻
く
水
の

中
へ
…
…
。

丁
度
、
二
十
五
年
前
の
嘉
南

大
川
工
事
の
起
工
曰
と
同
心
日一一

で
し
た
。

一
一

Ⅲ
八
田
氏
の
銅
像
は
、
ダ
ム

の
完
成
後
の
昭
和
六
年
七
月
に

安
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
末
期
に
、
金
属
獺

は
こ
と
ご
と
く
回
収
さ
れ
、
一
八
一

田
氏
の
銅
像
も
免
れ
ま
せ
ん
五一
一

し
た
が
、
終
戦
早
些
ベ
に
職
員
が
一一一

偶
然
に
陸
田
の
倉
庫
で
発
具
し
－

て
、
こ
れ
を
買
い
一
戻
し
ま
し
た
鬮
。

そ
し
て
昭
和
五
十
六
埋
一
曰

月
一
曰
に
再
び
元
の
位
置
臘
安
一

置
し
た
の
で
し
た
。
一
一

そ
の
安
置
す
る
前
に
、
盗
ま

れたり、傷つけられた上等壬
の
万
一
の
こ
と
を
考
慮
し
工
、
巴一一

鋳
型
を
あ
』
ｂ
た
め
て
造
っ
工
い
｛

る
そ
う
で
す
。

Ⅲ
八
田
氏
の
長
男
晃
夫
さ
ん

は
、
か
っ
て
愛
知
県
土
木
部
長
］一一

を
担
任
さ
れ
て
い
て
、
終
戦
当
一

時
こ
こ
の
所
長
を
さ
れ
て
皿
土一
●

赤
堀
信
一
氏
の
次
女
『
綾
子
』
一

こ
の
文
章
は
、
平
成
八
年

（
千
九
百
九
十
六
年
）
七
月
に

訪
台
し
て
、
十
八
曰
の
曰
に
、

台
中
市
の
東
海
大
学
環
境
科
学

さ
ん
と
結
婚
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

⑰
毎
年
五
月
八
日
の
八
田
氏

の
命
日
の
追
悼
式
と
同
様
に
、

同
じ
工
事
十
箇
年
間
に
、
事
故

や
風
土
病
等
で
倒
れ
た
百
三
十

四
名
の
従
業
員
や
家
族
の
霊
を

慰
め
る
た
め
に
、
昭
和
五
年
一
一
一

月
に
建
立
さ
れ
た
『
殉
工
碑
』

の
前
で
、
現
在
も
毎
年
旧
暦
七

月
十
五
日
に
『
慰
霊
祭
』
を
行

う
こ
と
が
今
も
続
け
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

⑱
こ
の
ダ
ム
の
施
工
は
、
当

時
東
洋
一
だ
っ
た
の
で
、
大
正

十
二
年
に
昭
和
天
皇
が
、
未
だ

皇
太
子
の
時
代
に
こ
の
工
事
場

に
御
成
り
に
な
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

０
０
●
●
●
０
●
●
●
０
●
●
Ｃ
Ｇ
●
●
０
●
●
０
□
●
Ｄ
Ｂ
、
■
Ｃ
Ｄ
、
、

系
教
授
で
東
海
大
学
環
境
科
学

研
究
所
長
の
丘
依
枢
教
授
と
台

南
市
民
政
局
長
林
森
栄
氏
の
御

配
慮
に
よ
り
、
丘
依
枢
教
授
と

一
緒
に
烏
山
頭
給
水
庁
の
浄
水

場
・
烏
山
頭
大
貯
水
池
と
諸
施

設
・
嘉
南
農
田
水
利
会
（
嘉
南

大
畑
水
利
組
合
の
名
称
）
を
直

接
視
察
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

て
、
そ
の
お
り
に
、
千
九
百
八

十
年
十
二
月
に
烏
山
頭
で
行
わ

れ
ま
し
た
嘉
南
大
川
創
立
六
十

周
年
記
念
に
際
し
て
の
陳
彩
宮

氏
の
冊
子
の
コ
ピ
ー
を
頂
戴
し

て
帰
り
ま
し
た
。

私
た
ち
日
本
人
に
も
、
よ
り

理
解
を
頂
き
た
い
と
読
み
や
す

い
よ
う
に
と
書
き
改
め
た
も
の

で
す
。

建
設
当
時
の
世
界
的
に
大
き

な
ダ
ム
は
、
す
べ
て
土
砂
の
堆

積
に
よ
り
そ
の
用
を
な
さ
無
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
こ
の
大
貯

水
池
の
み
が
、
土
砂
の
堆
積
を

防
ぐ
た
め
の
砂
防
対
策
が
取
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
も

悠
々
と
満
面
に
光
り
輝
い
て
い

る
の
で
す
。

そ
の
八
田
輿
｜
氏
の
死
後
五

十
数
年
も
経
過
し
た
今
日
に

な
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
、
そ

の
功
績
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
頂
い
て
い
て
、
そ
の
命
日

に
は
毎
年
追
悼
式
を
行
っ
て
お

ら
れ
る
、
台
湾
の
農
家
の
皆
さ

ん
を
始
め
と
す
る
多
く
の
方
々

の
、
そ
の
真
心
に
感
激
し
て
、

日
本
の
多
く
の
方
々
の
心
に
、

偉
大
な
る
八
田
與
一
技
師
の
台

湾
に
こ
も
る
愛
情
と
同
じ
よ
う

な
愛
が
台
湾
に
対
し
て
宿
る
こ

と
を
祈
念
し
て
プ
リ
ン
ト
致
し

ま
し
た
。

山
口
市
自
動
車
運
送
事
業
管

理
者
・
山
口
市
交
通
局
長

山
本
武
彦

農
の
道
・
農
の
心
を
解
し
て

千
九
百
九
十
六
年
七
月
吉
日
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「どうする沖縄、どうなる奄美」
－島喚地域の展望を切り開くために－

Ｉ現状をどう認識し、課題をどう設定するか

１．奄美群島振興開発計画（平成１ｓ～２ｏ年度）

２．沖縄振興計画（平成１４～２３年度）

Ⅱ何を議論し、何を提案するか

１．持続可能な開発・発展

２地域・コミュニティの再生

３．道州制等の行方

Ⅲ沖縄県の取り組み

１．沖縄２１世紀ビジョンの策定

２．先導プロジェクトの推進

（１）アジア・ゲートウェイ構想

（２）沖縄科学技術大学院大学

（３）軍用地跡地整備・利用

（４）－島一物語

－１５１－



沖縄の過去･現在.そして将来

０２年１０月ＭＹ

琉球国は南海の恵まれた地域に立地し､朝鮮のゆたかな文化を一手に集め､中国とは上あごと下

あごのように密接な関係にあり、日本とは唇と歯のように親しい関係をもっている。この二つの

国の中間にある琉球は､まさに理想郷といえよう。よって琉球は諸外国に橋を架けるように船を

通わせて交易をしている｡外国のめずらしい品物や宝物が国中に満ち溢れている。

「万国津梁の鐘」の銘文の大意

万国津梁

ウチナー世

（三山統一１４２７年

・琉球王朝）

ウチナー世の再現

･琉球諸島特別自治制の確立＝地方分権

･国際都市沖縄（日本政府声明の実現）

（2002～）

(1997年）

ｨ年：米軍基地ゼロ）

糞此経済特別区）

新「振興計画」に向けて

ヤマト世「翻弄期」

･薩摩の侵攻１６０９年

．「琉球処分」１８７９年

。「沖縄戦」１９４５年

･国際都市形成基本計画（1997年

･基地返還ＡＰ（~2015年：米ｆ

･産業振興策（｢一国二制度此経3

国･県の協議機関､国会などの動向

､沖縄米軍基地問題協議会（９５年閣議決定）

･沖縄政策協議会（９６年閣議決定）

､沖縄問題解決促進決議（９７年衆院沖特委）

。「太平洋.平和の交流拠点」（９８年「全総｣）｢激動期」

↓

２７年間

↓

アメリカ世

･米軍統治

･米軍基地

･復帰運動

第３次振興開発計画「振興期」

(格差是正）（自立的発展）

）(我が国の発展に寄与する地

３兆５９７５億円

第２次振興開発計画

２兆３４８１億円

第１次振興開発計画

１兆３８１７億円

ヤマト世（日本復帰１９７２年）

日本政府声明＊１

沖縄振興開発特別措置法

＊１「沖縄を平和の島とし､我が国とアジア大陸、東アジア、さらに広く太平洋諸国との経済

的･文化的交流の新たな舞台とすることこそ、この地に尊い命を奉げられた多くの方々の御霊を

慰める道であり、我々国民の誓いでなければならないと信じる｡」

－１５２－



図３「沿革」

㈱南西フロンティア

Ｈ１４～Ｈ１７～

￣叩一三＞国童画0口一三歩
Ｈ18～

厘蓉あ責ii5i遍司 ､ﾛｰﾆ鯵

｡島内のシステム開発拡大
･沖縄のシステム開発拡大
･東京の高度システム開発
QAvA/wEB関連システム等）

･地域インターネット事業
・島内のシステム開発
･沖縄での連携システム開発
一--＿

㈱南西デジックス

･高度なシステム開発へシフト
･技術志向Ｕ/Iターン者の積極的雇用
･ユビキタス分野への進出
･観光医療の研究開発
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図４「一貫した連携システム」

営業担当(在京）
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在京大手入力企業
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奄美出身者情報処理
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蔵I立精神(離島擴圏〕
業容の特晨

･奄美の活性化
･奄美の雇用機会創出
･情報業務の地産地清

･奄美地域の情報化を荷う
．東京･沖縄の業務分散化
･奄美発の商品開発
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Ⅱ津梁パークの空間構成イメージ
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２コンセプト

①我が国におけるIT産業(高度ソフトウエア開発等)の拠点となる

・信頼性､コミュニケーション能力、デイザスタリカバリ等､沖縄の優位性を背景とし
たIT産業の集積

②我が国とアジアを結ぶITブリッジ(津梁)の役割を果たす

・歴史的､地理的､文化的な親和性の高さを背景とした､IT人材の確保､育成の可

能性

・アジアヘ直結するインターネットバックボーン(GIX)の構築

③我が国のIT産業のテストﾍﾞｯﾄを提供する

・ユビキタス特区を活用した無線分野におけるテストベットの構築

④我が国に必要な高度なIT人材の創出と集積を担う

・産学官連携によるIT人材創出センター構想の実現

※アジアOJTセンター､IT専門職大学院､IT単科大学

.Iターン/Ｕターン人材､アジア人材、団塊世代のブリッジＳＥの受け入れ

⑤我が国のモデルとなる優れたリゾート＆IT就業環境を提供する

・自然､住､職が近接したリゾート＆IT就業空間の提供

」
、
①



奄美・沖縄島Ⅱ輿経済フォーラムスナップ

1．平啓介・副学長の主催者挨拶 2．平田隆義・奄美市長の祝辞

3．稲村公望氏の基調講ｉ寅

４上原良幸氏の基調講演

Ｗ

－１６５－



5．陳延輝・薑W曇師範大学教授の糊１１講話 6．コーディネーター島田勝也氏

７．大交流会での島唄 8．チャーター機のエアートランス社機『

－１６６－


